
















 

ガンバレ富中！部活動夏季中体連大会  
◇いよいよ夏の大会が始まります。３年生にとっては、最後の大会になります。富中の代表

として、最後まで粘り強く、あきらめず、全力でプレーできることを期待しています。応援

よろしくお願いします！ 

部活名 日 時 会  場 対 戦 相 手 等 

野 球 6/18（土） 

6/19（日） 

湖西球場 

浜北球場 

１回戦 対引佐南部中(第２試合） 

２回戦 対開誠館 

サッカー 6/18（土） 

6/19（日） 

6/25（土） 

サーラ(平口 G) 

サーラ（平口G） 

サーラ（平口G） 

 

浜名中 10：15～ 

都田中 10：15～ 

入野中 11：30～ 

上位２位までが決勝トーナメントへ 

男バスケ 6/25（土） 

6/26（日） 

北星中 

 〃 

可美・篠原・舞阪の４校で予選リーグ 

上位２位が決勝トーナメントへ 

女バスケ 6/25（土） 

6/26（日） 

鷲津中 

 〃 

西高中、鷲津、湖東の４校で予選リーグ 

上位２位が決勝トーナメントへ 

女バレー 6/25（土） 

6/26（日） 

7/ 2（土） 

7/ 3（日） 

清竜中 

三ケ日中 

雄踏総合体育館 

  〃 

積志、新津 

上位２チーム決勝トーナメント 

決勝トーナメント 

  〃 

男卓球 6/25（日）個人

7/16（日）団体 

湖西アメニテ

ィプラザ 

八幡・浜松南部・浜名・舞阪の５校で予選リーグ 

上位２位までが決勝トーナメントへ 

女卓球 6/26（日）個人 

7/ 3（日）団体 

湖西アメニテ

ィプラザ 

都田・与進・江南・鷲津の５校で予選リーグ 

上位２位までが決勝トーナメントへ 

男テニス 6/18（土）団体 

6/25（土）個人 

雄踏亀崎 

花川運動公園 

予選 Cリーグ（東陽・天竜）で上位２位抜け 

個人戦５ペアが出場し、県への 27 枠を狙います。 

女テニス 6/18（土）団体 

6/26（日）個人 

明神池 

花川運動公園 

予選 Mリーグ（引佐南部・入野・佐鳴台）で上位２位抜け 

個人戦５ペアが出場 

陸上競技 7/23（土） 四ツ池公園 30 日（土）が予備日 

剣 道 6/26(女子団体, 

女子個人 1回戦) 

7/3(男子団体, 

男子個人 1回戦) 

7/9(男女個人) 

浜北総合体育

館（グリーンア

リーナ） 

女子団体予選リーグ：天竜、浜松西部、西高中 

男子団体予選リーグ：曳馬、湖東、雄踏 

※上位 2 校が決勝トーナメントへ 

個人戦：未定 

薫 風  校訓「感謝・探究・実践」  

教育目標「自ら考え進んで実践し、共によりよく生きる生徒の育成」 

第３号  令和４年６月１５日 



 

情報モラル講座「ネット社会の生き方」 

青少年育成センターから講師の先生を招き、全校生徒対象に、体育館と各教室に分かれて講

座を行いました。内容としては、①ネット社会の進歩、②ネットトラブル、③ネット・ゲーム

依存、④これからの生き方、という構成で生徒に分かりやすく説明してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 泳 6/25（土）女子 

6/26（日）男子 

浜松市総合水

泳場 

個人種目 17 位、リレー種目 19 位までは県予選西部地

区予選会へ 

吹奏楽 7/29（金）または 

7/30（土） 

都田サーラ 

ホール 

全日本吹奏楽コンクール静岡県西部大会 

美術 6/26(日)まで 校内 校内の風景を写生する。 

科学工芸 8/19(金) 湖東中 条件に合った設計及び作品の製作をします。 





 

 

 

 

 

「大切ないのちについて考える」取組 

校長 澤田 強志  

毎朝、１年生がアサガオに、２年生がキュウリやミニトマトなどの

野菜に水やりをしています。水やりをしている２年生のそばに行くと

「校長先生、見て。ナスができたよ。」と自慢気に話をしてくれまし

た。５年生の教室の廊下にはメダカが入った水槽が置かれてい

て、子供たちがいつでもメダカの様子や卵の変化を観察すること

ができるようになっています。このように子供の頃に植物を育てた

り、生き物を観察したりした体験は、大人になっても忘れることなく

心の奥深くに刻み込まれているものだと思います。 

さて、本校では、６月６日（月）～１０日（金）を「思いやり週間～テーマ『友達の優しさ』～」とし、命の

大切さや思いやりのある行動について考える機会を設けました。具体的な取り組みは次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命の授業に参加した６年生の振り返りを読んでみると、子供たち一人一人が、自分の生き方につい

てじっくりと考えるきっかけになったことがよく分かります。ある保護者から、「普段は講座等があっても

そんなに話をしない我が子が、今回は、すごく良かったと興奮して講話の内容を語ってくれた」という

話もお聞きしました。ある学級では、命について考えた道徳の授業の振り返りを、背面の掲示板に全

員分掲示してあります。その学級の子供たちから、「校長先生、僕たちの振り返り読んでどう思った？」

と質問をされ、「みんなしっかり命について考えていて、校長先生はうれしいよ。」と私は答えました。 

社会に目を向けると、いじめや不登校、虐待、交通事故など、子供たちを取り巻く環境において深

刻なニュースが取り上げられることが多くあります。やや暗い気持ちになりがちですが、前向きに課題

に取り組むことが私たち教員の使命だと思っています。子供の安全を確保しながら、予測困難なこれ

からの社会の中で、自分らしさを発揮してたくましく生き抜いていく子供を育てることに全力を傾けてい

きます。今後も、学校では子供の居場所づくりに努めるとともに、命を大切にした教育を推進して参り

ます。各家庭でも、命や健康の大切さについては、ことあるごとに触れていただけたらありがたいと思い

ます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

令和４年度 広沢小学校 

学校だより 第４号 

令和４年６月１７日 

○講話、講演 

・６日（月）の会礼では、校長の話「大切な命について」を全校児童が聞きました。 

・１０日（金）には、講師として腰塚勇人氏をお招きして、演題「命の授業～ドリー夢メーカーと今

を生きる～」の講演を開催しました。６年生全員が、話を聞きました。 

○各学級の取組 

 ・道徳科において、「生命尊重」をテーマにした授業を全学級で行いました。 

 ・全学級で「学校生活アンケート」を実施し、学校生活の満足度や困り感について調査をしまし

た。アンケートの結果をもとにして、担任と児童一人一人が面談をしました。 

○委員会活動 

・思いやり委員会の子供たちが、全校に向けて、「言われてうれしい言葉を使う 

ように」と、毎朝放送で呼び掛けました。 

https://fujikanaillust.com/wp-content/uploads/c53c5a725e20c2122541b7cd208b229a.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（金）４年やまびこ学校 

 ４日（月）特日５ 委員会 

      スクールガードリーダー活動日 

 ５日（火）１年４時間授業（下校１２：５５）   

４年下水道教室 

 ６日（水）５年薬学講座 

      浜松学院大学観察体験実習 

 ７日（木）アルミ缶回収 

 ８日（金）５時間授業  

大掃除（保護者ボランティア募集） 

１１日（月）特日４ 部会水泳大会（トビオ） 

      スクールガードリーダー活動日 

１２日（火）読み聞かせボランティア 

１３日（水）ＰＴＡ役員会理事会 

１５日（金）４年校外学習（西部清掃工場・科学館） 

      教育相談日 

１８日（月）海の日 

１９日（火）４年ｅネットキャラバン 

給食本日まで 

２０日（水）特日４ 

２１日（木）特日４ 終業式 

２８日（木）３０分間回泳 

 

【８月の主な予定】 

８月１２日（金）～１６日（火）学校閉庁日 

  ３１日（水）特日４ 始業式 

   

   

 

【７月の教育活動】 

＜タブレット型端末活用協力校＞ 

広沢小学校は、本年度、浜松市の「タブレット型端末活用協力校」になり、一人 1 台ずつ配備されている

Chromebook を使った学習の実践を進めています。今年も「写真に撮って記録する」「考えを記述し交流する」「プレゼ

ンを作成する」など、学習のさまざまな場面での活用を試みています。 

タブレット端末は使うことが目的ではなく、あくまでも子供たちの主体的な学習や学びの深まりのための手段です。今

後もいろいろな活用方法にチャレンジし、効果的な学習につなげていきます。 

＜「命の授業～ドリー夢メーカーと今を生きる～」が開催されました＞６月１０日（金） 

 腰塚勇人氏を講師にお招きし、６年生を対象に「命の授業」を行いま 

した。 

 腰塚先生の経験から、先生を支えた人たちに対する思いや、命が元気 

になる 5 つの誓いなどについてのお話がありました。 

 ・ 口は、人を励ます言葉や感謝の言葉を言うために使おう 

 ・ 目は、人のよいところを見るために使おう 

 ・ 耳は、人の言葉を最後まで聴いてあげるために使おう 

 ・ 手足は、人を助けるために使おう 

 ・ 心は、人の痛みがわかるために使おう 

 自分の命も人の命も元気になる「ドリー夢（ム）メーカー」になろうとの話から、命や人を思いやる気持ちの大切さを感

じることができました。 

 ※この講演会は、はごろも教育奨励会の御支援を受け開催しました。 

☆腰塚氏の紹介☆ 

 元中学校体育教員。スキーの大事故により全身麻痺の体に。その後懸命のリハビリにより社会復帰を果たす。2010

年 3月に教職を退職し、現在は「命の授業」の講演を全国各地で行っている。 


